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蜂硬生成ガ7.の垂撞からの

噴出速度に関する理論的研究
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(日本池毘掠式甘jt究丑工場)

l 拝 1r さて雌 が成句して先･TろUスtl+の男ttと畑乱抹
火柴Xh'･越申して鼓実作川乃虫仕印をすろのは.現 世との旋界箇附3Liのは慾の転に於けろ過蟹をtとすれ
仏文は故地の状動 態汲な北雌繁lLに凶 l)ガス化して は,その粒子の巡班JJ向に於けち加避妊は yldQ/dr)

講ia苛鵬の荻弧を讃生しそれが力餅的仲川を行 うから である.bt延に ･Ll/tt'は超勤方向に於けち Vの於化

である｡従って牝のガス巡勤に関する打枕 をr･行うこと の',Nul的即金を71-.す,さすれば双力を無tuするときは

lち火碑叫 上は勿論のこと牌 の花札 殉磁性及び鎚 邦の方向の軌 和式は次の如くたる｡

≡'tv誓 慧 警 TL,…芳 雄 酌 姐湖 合の芯 1-;i'--一二J4','- (3)

火棚 の螺推脂 に別しては R】cmArlnやHl三gO一 之を紛 して1〉

芸oi冨≡莞 芸監 禁 DL孟監 孟誓 岩霊 宝芸芸 ;ぞ三一リ サ ･C - イー)
抑燕軌 .†にあるにも拘らず軸 的#陳 は塩めて少い｡ となる｡ そ こでガスの克睦 夫 として JotrkL:ヾt や

▲1
ttLaIこ姓着は雄 生或Hスの繋払トらのqtEE舶 .= scllmLdtの姐 にJJifZLして磨る

対し出 力世 与に考究して逮民夫を託甘したの{･その p(,-.)_RT ･ -(5)
計井出と在任甥 の憾 位とを地位することとした｡
之に附 して樹 蓮の場合の朱色の此:払比γの開ロ

を詮L:,又宅地が泉も附 にglめられた状鋳 LCloSest
l'AL,klngコ と CoⅥ)11ユrnCとの朋休も考究することゝ

する｡
Tt小鼓生成ガスのJA出ミ生硬i･♯わT4tl式
肋 ;廃 して生ず-るuス(uI位も合.LZ)が男蛙からll
qlZLLするときの初適齢こ関してはtkかに RLLdentx･rg

の理論式と Jillrlotの憾 式とがあるのみである｡そ

れらは兆に拙救出の初辿鍵を述べてlJ.tろのであるが.

1畑 戯そのものがqス切Ltlに上って桃山さ11.るもので

あるから.TI柵 の初適度は一一一致ナべきものと考え】比

盛にはガスやLLl迎皮と見放す.¢ち Jtizdetlbergに仏

九は哩Jiyスの大弧 空に於けろ'J!腔を po'とし碁

先の群L2･1/Ilとすかは英の促集の和戴け ネA,f'-を
E とするときyス切出避妊 trは

･r-､/官話･ー (り
にくglえられる.又 llurlotに仏Ltl王熊吐オlら任ZZの
EZgL rに於ける把拙 重安Oは捉迎 lもの腰 では

D･･T +D･77 (2)

として駁 ろ｡これはKス噴tLl遜庶め:脱 に等しt.と言

う忠軸となる｡

を韮1着も牡宜IこFFl～ろこととL,だ謙 ガスの出九 盗

皮.及び完af唖 を夫◆ PtT三及L<R=とすかは

p2-R≡T!ご 忘 ･ (6)

を柑ろ｡又 Vス肋 乙払黙約に行われるとして

p,′7｣二三と-p,I.丁･ユニ竺生 (7)P P-
¢ち

圭持)l''禁 +α
蛇に Pヒの状感から砧めて掛 ､hE力の釈街に♯ろ柏倉

は

I:/a.p--l･!t票｢.,_みJ.,{･Ll･
A (汁.,J一叫

(8)
之を (i)式に代入すれば

⊥ん ' 旦 (卜 4,,)+.r･,
2- 7-1′t

tJ二 g又の Ph Jt たちILLetに辞止して居 る9iz).らの
Ê山 迎援を 14す)i(f

9.,- ご 】.-Pj-(I-q小 2qP, イ 9)



tlEEZ牲ft･ヒ境がスの兼任からの申LtL逢皮l=IlするZI首的R先 6g
となろ｡破は又

･･-､肯 !; (.-q,,)蒜

･イlO)

でもろから之に (り の鮭鋲を代入~Huf

l･-J i27.･R,T!･鷲 R≡Tt

-､'(+ .･71EJT)恥 T! '･｡
なKlる.Ltの (Zり式は伽 Hスが現出する前に弟比

内~【打出し･urlないl佃 LこあろときのqMB]壁と恥i
ろ式である｡従って慨 のぼ狩の均分のblく捗耽 iAi
の後刀にgスの狂乱を件i切令はその汲過を考えなけ
ればなら払故に叩えは淑襲也の一泊にW廿を附して
恕切するり公に他端からのHス切tEt遜JRは,tF(t的 〝
ス故地む加えて(14+tg)となるわけでもろ｡ヌ雛 の

州而からのガスq目迎腔としては各位はに於けちtrの

分速妊セ 14に加iなければ'ならね｡
i5してq入IZtlEt也丘にAEする℡投は釈tLの環内から
の通辞を正妃 するのか廿迫であるから火の道政を G

Jll遜腔をタlえら掛 の甥23式である.
さて宅俊lこ米式の放ずけr3Tを行うには.nF冶Uスの

苧均分･T･生を altとするとき共の御 R三は

R.よ_也 _ '･C33×9･吐 _jむし
~ 273 237 さ12

81320
3lt

(15)

とな○,又 Covdtl巾Cqとd入代圧 peとは好Jtの

守蓮 (Cはt7()を p暮とするとき 川 )に記すZt由に
1りRolhに従い

[26三戸33,, (,6)

p7-l.023pl+0 21 (171

とし.ぼ蒋dスiA堆 T王は折印静的は湖 虻Toから

JotlgllCtlこ以って

･亡 ,2I.T｡･ ･(")

irjTlmして針pしてrrLlは上Lわけである.但し比然
丘 丁 のUtl二叫しては孜如 ;井脚 にして｣1/)霞組
でも7ALbf..9研究の於他が如 Iにもろと考えられる｡
E,i(lJ)式にUlの1､と妙手klll:S･入れれば･Xの如

1.+■ ･ (22) くなる｡

GIJF,-T T;告 カニ郡

･JJieiT ･Tz .･(Z4'
I 叫 ガス叫出iXJfa)LCIft暮
丑鐘の雌羊に飲き7:既とu>申EIl連夜とのEZ鎌を計
許し,式に希性の代薮D!.榊 にitさせITJ市上靴 丘での
ガスgl目迎攻を書r3!して兄上i.それには先づ辞的持

と十7J.
然るに Jol】Petの脚 に上ttは

-J÷･く℡T2 ･ (Z3)

でもろから (】2)式は?:の如くなら｡

G-J(三 一十,_q㌫ 声 ,く=T

十､古 RT (王一) 地 引汁3Tしておく｡

之が脚 Uス(好恐生成〝スのこと)の羊杜からの羽

E糊 にtJZmrろば発の辞的持取払

碁と 41 頼 分 子 式 叉 は∬lJa

Er C.Lll.OITlr>0:))

.t_ C.H,Cll.(.10..,

ナ ト y JL･ eJ1=(ゝ0号1}>'CII>T(02

i トp- ンq C'CH..0;<Oz)-

･､ + y - ナ ン CJLh'A
町 双 J佃rC_leo)≡

カ ー ワ ッ ト nllC】0-75,日0.31Vllb.FeSl16

ダイナ▼イトーt ･1-GT5,KG(SIO･J25
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7() エ ?_火 共 払 fr託 軒 10番 耶 29t

･ 抄 ′イナ--(蕊濫 ･h'C2･W -ゝ3-K･l'0316･ " ･0 83: 2.945 1̀3 6,B40

E2 N,イナ-- (ilvq'.%,ST'冨蕊 h'1,H,･S･h10'Sl･ 839 .,0% 3PX, 8･9 日JS,
3 前文′イナ-- fgX'LnG息 icBa26.習 Jh.00 8･､､~さⅠ8･ 839 6452,33･ 742 6,560

･4 廿 rLE 薙 ホ (iV}',.;T.03淀 .1'2.m '7-

雑 の工粟雌羊の巾には萩在の例式のものと相速L

てhtるtFl虎のものももろが柑 地はほじでもろ.

2 は哨総皮とq入噴出迅改

gスqlu巡虻を兼わナ式 (14)lに放て紙用すべきれ

的の巾で旭のものは此蚊的IE砧に耶 するけれども7

だけが州吋TLろ七位S,掛 りすべきか5tPJでもろ｡それ

に出てはtllこtSで並べろ珊Jtによって 7-)3とし

て針JF｢る｡

(A) ピタyy佃

pz _llf Tz peq †● G D

O古く02547 ユ524 08日 0729 3Lb2 -1702 354D

O8822550 3526 】】02 06Z7 3855 4905 砿30

I1902553 3533 14lT OS28 4ZO1 515】 5690

14122558 354] Ⅰ64･IO47El 4293 5343 65日】

162425朗 3552 ).861 0439 45C3 5553 72m

I6992507 3559 1938 0426 <573 さら23 7く83

Gの#lEtのt=めの曝兼W u入浅也としては兼齢 こ

上tI大滋ないから中郷 として 一一E,CSD汀伽 を謀
った｡†われ,tl',J),の刷山王r血 である,D.は
肋 の甘湘U(であって卓考のために絹Ifた｡ plとRr

並に u とのLEl胞 子N Jに,-r;チ.

(bl tl一トZ,ト̂ ･*-Jt･

lltkだり ILEt Tf(l'k)
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rLJGの計耳のためのtgとし {はV-印とした｡rlL
又は地のn'跡A_
哲土としてFrLetlcrlchの恨rf

から27:つたものである｡
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甘田 斗i生成u久の兼蛙からのt出道BEJ=■するIZt的R究

D も却って鞍下することがわかる｡
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).727 ( + 1967 ()422 5333

G i),

細 3967

57845322

6022 6357

63I9 7418

仙 8350

Ltの中台の Gの計3Eのためには r-[,250とした｡

且上田武の煉tlこ淑ての計井tWは 見ろにHスmllt
過せGのKEはは頚部則 ､なるときは何れも拶皿L).
上I)大であるが.冊1野竹加ナろに旺い糧過の･Y,加和 :
ガス切目迎虻の相加中上I)火なろため布印度の用命は
yスq山過度のか :は遡上I)小さい｡このことはば皿
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D･17=忘 ･'2(- 丁阿 ･･(Z9)

と〝ス中出遡*式

G-J(,二,･-i;P.,～)2R,T!

･√ 声 ,･ ･.･(T4)
とを比較して一枚的に甘いTrlらち 布ゝである｡

3 年唖性玉の脚 q3Lqは1逆圧 (Rtzdcnt*rF:と

の比較)

L悦 的堪難に放き甘Jl慨 疋附近に放けるq3Lの項FJl
超酸を軒Xの犬 (川)と I111tl帥bcrgQ)式 (])とか

ら計井 した輪兄は次朝のinl)'Cあろ｡

1,

付

和

仰視
叫

湖

…

…

功

叩

切

王印

的

附

加

繊
細

朋

相

和

仙

:=

血

筋

即

凹

地

m

川

t
=

B

は

恥

慧

跳慧
糊

慧

馴

器

6

3

3

7

7r'2-.
Ln
O

6

rl

N

r7

叫

x
i

払

R.
胡

別

7
･
出

切

31

瓜

あ

あ

R
f3

.
,

A

,

･

∽

川

川

,

,

･

q

q

=

`

木祖 こ脚 ､ほ湖 の班とRu｡e血 富のもれとのrEn

には大きな馳 ;もろ,丑れRt･detlt*,FL=放ては何

にP的`ネJL･f-が荘勅1才JI,ギーl=畢化すると考え

た外には帯群の形相 )鵬 Mを徴 8して厨な

いのに射 し,誰淡の中台にはそれ等を考えに入れ'Cも

ろからである.ぱ熊の耗妊と共に埋適も半化し瑳腔も

煮ることは一役にkpL'られてElろこと'=あって,Etの
あ Rudenbers の式は.明らさ･に脚 であると言えよ

～｡現在までのところ耳者7)uスql出超度に曲するIJ:
(･_少くともより合理的であると写って芝支えTLい｡

d 1-中 lum lk

村m RtJdczltXrg
SS32 Z朗0
5185 】750

tlXの 】7SO

643Z 2W

6lgO 2]20

5534 2)82

5222 2750

4738 25TO

6217 2W '

･L9'2 2570

3ヽ70 2J00

4980 2050

39!8 Ⅰが0

4029 1760

ナ iy-JL･ p 仙 1790 7573

.FiトFへンタ ′ 643Z 21的0 7B40

比等三-Rの中で JitlrtOL式lirJtにか tqlJIl肋 :煉

適に噂 しいと臥 ･たものであって母漁夫ではない｡燃
しttの髄 A:q)班と掛 の世とは破投Jk いLを71L;し
て屠る｡Rtldczltrrgの世はgJかに小さ過ぎる任であ

ち.GlrのVtとしてE]野氏の悌 蚊の如く2,ethJL
軒近とすitは湖 のyAqH遁辞のBは附 加 JW

より約 1.∝触 り ='け大きいこととなる,さすれIf玩
めて鑑連に近いkとなろわけである｡

I)Ru11enb･TE や LIurl｡tと茸JfT,よとのglx･ち Ⅳ ■■ガスql出SiJIL=qTるJt完の暮¢す
淵 が>quad:t')的な1舷 ナiu三･XJ)如 くである･ 離 J'嘩現生氏神の助辞や書瀧 泣4'迎Jh 刑記した

邪 稲 甥JE 哲 Ru｡intjrY B恐ol 織部 .iB扮 多い｡それgJ鯛 九も7'法としてはシ-I

ビタ リン世 16 5532 IW 7C3S

エ ',aT/ 工 . 5.85 .750 6953

-レン法にせ主他の解凍のものにせよ了挽 火花式政和

耳爪法か又T.J･･榊 タイル▲式池dt滋広壮 lこ依 るのも
である｡比良に拙即死帝の憾 姐をあげてJE者の弧



約11井班と比較することとするが.珊宅力控には-I

射 しないでそ九gの湘定班に虻きItrR的なもののみTi
J)あげろ｡価 の小には街蛇 の辿牡とし{もろのも

あるが.勘 はHスq出連繋と和也LEとは一政すべき
ものと考えるが故に初遇に沸してIJ_捷てH>切ILLn牢

と見放すこととした｡

GawthJtIPShepheLtI及び Perrotは10,< スlレ

ート′イナ▼イトにて初速援 2,0伽 勺.挑 男に

てlPSOm/8の位をfgた｡叉 T.TLT の船 H>荘tbo)
拝明なg爪があるが,モit.を加 :測ったのLCはFJ

s,(山】m/Bの初適となる,而してF'Lれも筒餌 出H又

は初め田宇正と適度が一一思 すちら:やがて丑れろことを

,-I.'した｡
ll)

L】1刑tte及び PLItT)は5'ィナ▼イトや田萩に放き
Ⅶ放し,蜘 7.cam/Sの租令隷光u人の初迎助 ;こ
れと-放し,その怨行L=つil.蝕故に巡LiEが淑少すらこ

とを包めた.又氏:副王ダイナヤイト X'(= 及びナt

9- ･̂に放き廿治し,替光gス及び蔀t故のRZl肋 :窮

也の近くでは一致し.械 と共にガ>迎J2の刀b'J?く
泣讃することをuめた｡

R Lkcke,"l･_脚 uスの丑光現実の初触らか :旗
曲よりも早く.DI乙は訂責では舶 4,5cc'n.Aに対し

細 魚の迅姥に も,放 n/S又y-Jt･Yイタ▼イトで

は T)16.6ccrn/zIJ=封L批 gス地政 9,5COTTlZI･=ト

OべyPでは D.-8,ED叫Sに暫し台東u>過旦

ⅠもP TtLSと非常に大き･._'位を山して店ろ,ttの轍

にBJLFridcdchL三先の地 は丑らく一部のガ

ス分子が買手状に分解L弄℡な古池JZ(和 JrJで雌

書鼓に先行するものであろうと述べて居ろ.掛 白身

のブスqtJi迎定式 (l4)1はガスは勿3分平服と考え

て軌 ･たのであるが若し庶子訳とナ川t(]4)い̂ 坤の

平均分子止 ま1:はずっと小さくなり従って 1ミ亡が火

となl).そのL.i典!uスgl出過度Gの肝井qlも火きくな
るわけである,比の薮は完也巡蛤 の分･T･地政の式と

一二政一rろのでもろ｡これにて 1如kerの列借に前曲な

赦 現魚も取UJがつくと思われろ｡

比のほに鼓光Bi敗が捷遠に比して血花組の7P恥 ;ち

ることは技LL PJlrlSDtも階 してk･lる｡CDち.例え

ばへ+ソーyyを町中にglめ'(憩光弘敦の捌 む渦態
した脚 の他 により毘Aがあるが例えはさ采LiJ

では夫のt壬Tz位を111てl守る.
p- D, fI九gLJLのtlJS
o.76 4.TOO-′S 6,聡 Jll事

0.92 5,4∝1 13.加

これも前途のせ合のblく庶子状のdJEE181でもろと考

えられるir-L.又や扶腰 の5m-は篭全に平沖と首i?
ではなくqhな凹凸があるから局苛的に印加から山ろ

u刈王裁武をtiLた捜初速よりも･iW されろことir:ち

rl相も.
1▼)

PnLryのせ投脚 はUスIEUの初題とei轍 の和地

とは常に完全に一恵することを元=していろ｡術も糖度

p<1.8での憤 ではとクー虎とナり - ･̂にitで ′l
の如 何に拘らずdスI地組 は_常に的 占,2Ch Jで一

定であり,それは大正中の御 接か脚 でもろと書

ほ考えた,然し乾の澱 生成gXの題≠臼;市丘に無凹

休でもろと甘与のほ基た脚 でもろと王者は考えろ●
17I

fqPTLrl叫tのBS!･'建議土ダイナーイトのt汝では七

度とdスの和迩とのBJ旅は次点の通りである (】3mm

tTtl･J
pI C73･ 098 1,08 】･H

D Ie50 2320 2850 5CW

lo 2850 52eX) 53CO 7250

1Urの如く祇姥に上りガス迎腔は非常に券代していろ｡

PLLyrllJttl及L<lVo仇Iheztdは ll3g入I)t=ル七一

日 灘也上J)Jea生する田平鼓と劇 物との盛雄を

兼也の≠方laIと価鑑方向とにつき托払胡rjPして11-fろ
が.W Jr:lJには 3,0胡れ′さ併両方rqJには的 】,∝仙 JI

であって.iZとuスとの初過は大性⊥致してぼる｡～

方向には湖 の且Srの折で裟べた如く.僅恥 に仔1
世空tlEA的のdスの詰れがちり.それがそのまいy入

I山盛Erにか耳されるから脚i五万は1り大きい岨B･示

すのであるt,七んt昌-/トのblき米機 はdス叫Jlt

蓮如 -L,J､言いことは前記 GiNthropifの悦 でもLt

の PAyZnlb等の青魚でもRじである,裂脚 tに牡

てほ封に tblu 及び Robitl知nlま暇 の私通ZZ

カ:),W m書経 'Cもl,実機 こ放きhyl.氾乃
.■1

及び ITOodhcAdは茎忌中に斬 横をせしめて市b蚊

の彰1適として 3,CECmIS暇 を柑てAitろ｡
!1I

ComelE王統於据関野内での{イターイトの部甲故
の軸 三皿ほは舶 L=申しいとしていろ.

TB九民の性比に放ればヒクリ'/献執二束tき夫の押T=

脚 を柑てLjlろ｡
類 拘 pI D ･yl
ピタyン改 13 5650 27∝)

T ITt T 13 553) 25叩

1汀 釈 35 i6LX) 2320
†31

T71功氏のLh法はZ151法でなく掛 こプリ斗野内の和相
称蓮過度の憾 であるが.それに上るとEtの遵企む村

!b鼓迎軍又はy入道空と見放すとして.それと鑑靖と

のBJ鎌としてSITイナーイト以外は煤遇より軸 の

退勤 :人きくItlていろ,鎖しその他 三何れも抜道に近
L.れ折である｡

封 b取町廿にBtての Payzmrl.Ⅵ~odhed 及び
ilil

Tlt畑 T)のtF汝の鈷具は魚大火肋 :4,∝泣叫 と

なっている●

JiJIJ=クモ事した多色の慨 世はRRのJZ兼でも相互



7Im 姓殺虫嘘yスの所在からの吸出速まにHするZIB的研究

に81書の塵Rb:もろ｡それは伐期姐 の多少.祇E(の
*小.耗持せ､EEEtか那 加で鼓包してもろかないか.

古rl袋形法bW g約か淵 的かやのtFt3位件のか .に

乱づくもq)であろう｡然しそiLgをgLy!して大尉すれ

ほたわa:の3銘じ7t分相乗る故である｡

19 ガ1(qJ:)桝 蕪 村

･ 2cc- aX, 至芸箸h 蓋刑 粟･穣少

2 5CCC･-W 旦い棚 ,労相 兵書

3 > ]0:00 神砕OR兼gtJt(JV了Jt)

加 の式ほぼか 唱和鮎 に泣する防件を匠にモは
として和し'eAfJろのであるから良少血の兼姓の称令の
惣投出とは合致しない筋でもろ,燃しGilmil=′J{した計
耳解は淑樹 にて上弟の)の留分に入IJ他のより払

い肋 にては 2の性分に入るものであって,(14)又

は (14))式はガAq山紐蛇を焚わすJ=突沸なまと℡え
ろであろう｡

l' 附 すユ七のI書の3LJtの比熱比7にだて

馳 虎g又がBt'発の初めの等即 ､らJgT出すろ粘仝
lこは市皿敵 もろ他に石越と言う休作が加わる.打
ち眺 のみをろとけ るときは鴎めてta′仲春nlZ杓の

分子肋 を衣鐘うことになるE.仕って細 の比転や比
煮比7に虻てもeqJt汝の鈷架b･ら相らち 出ゝを共の
Gi仲仙Il米ない18分が多いと考えらiLる｡
混酸と比葱との朔鰍1埋設的にも甘独酌にも柵雷死
明されていろが和杯 過の件件下の耶兄は見焦らな

い｡それで比の見なせ合のLE:熱特に此紙 に&さ考耕
して見たい｡

光づLt.熱と牢力との熱力餅 許略式

(菅･L-T(憲 一). (初

(令),一一T(貰 )1. ･(2()

及び

cp-C1-T(意)Y(器).,
--T_(普)2.,,(告)L･.･個

がもろから択取:穴として

P(V1-)-RT･･一一 ･･･(5)
をJllうiLlf

(普).--vR_I

(貰)I-O･･･ ･ ･･(23)

捷って (叫 から

(%),-o･･ ･側
となる｡

又 (5)武上t)Vを TにitざZa分すiuf

(58TVl)r 芸

(貰 ),-o ･･ (25)
となる,故に (2り より

(普 )ro･ ･･-A(zB)

釦ち (24)I(26日 l)Ltの船 ではClもC･もLS
力に棚 と甘 うことになる｡

夫に C■とC.のLb鰍 土

cpIC･-,(-,aTV)..(普 )､
7!tT
l,(V-a)-

-1く ･ イ27)

印ち CpとC.のItは

･一号 - C,- ･I (28'

氏

とlJLLり一測 のせ合と和一のJJ休とたる,之は7

が打力に純 銀たちことを流して居るので,憤 柵

亡と相乱 ていろb ;もろ.例えIf JlubtnrLl及び_■J
Hdgeの婁乱 戦 及び珊 ガスにftての白書怨

遵資aI定払いらの 7の仙 tJf))が布くなるとき棚
を大きくなって耶る.それは邦の跡こJacobが無力
援推 断 lら5i弛 たVは例えは･T(:に放ては近い班で
はあるが少し大き い.q]'.'大功に示すeLである｡
･h-tの γのせ け7-Cにて)

P 仲gcm!) JA･X･b ILubbard.'tz･dI血 Lre
O J4cc !404

5D l185 】LrPZ
ICO I.562 1574

これにより鉄政式として (S)式を肌lけ ろの(･.A

の混練では正砲'CはないことがわbLろ｡然し乍ら-}J-
追放の影管としてはiRLiAでは γの仙王,小さくなるの

でもろからLtの苑泊と補喝との彰■b;互いに打附しあ

って.例えI+-'包内印iE串1こて Ch.mbo7,.Crや 51.got

の鑑持JLた如く比較的β的退mとしては抗えば γAI

25の如き仙 :愛育とhめられろことにf=るのである｡
出し舶 uスの拝な叢だしく劫的な･現典に封しては

事tII三島る｡一匹妙 手のZEn.土地 国取 びai

艶の白由資を和すらのであるが,それは廿連朝地7)
砂合のことであって,那 劫にして而t折頴 Clo的 t

Pack,ng の妖怨印ち免nの頼め こ岳増に臥 ･場合や.
助 ;非常に皇鞍でユ良計千の内諾工事A･f-の

賢†払;外部･I+JL･41-の単化に蛾 的に耶持しfuない
ための軽和荻虫を考故にN Lろ必蜘 てある損な報命に

は書道の放物 なり此鰍 は那 】され柑ないとtF新
は考える｡1却ち空廿の考えに従え(珊 伽 に於ては



エ 丑 火 薬 色 合 態 か 】0番 節 2*

丈吐か千の建玉占の自由壁は双粗珊 思されること▲な

り●Jt焦 C.ポー自由度に対し'/2Rづつの班を持つ

ことからして C,の伽 て班少し,替って (28)式から

怒虫されるgZzり γのF払;J*加するであろう｡亀袴な
JA合として自由恥 ;lならは q-1/fRであってナE3

となるのである｡こ7u二組過して攻■は JotJgL･etの

和 g叱 Il)dT3L=11qtlC(水力的 Iと硬 Lた

ところの7-2とする高速虹也の取技いな惣おする.

今立岨分子の右するェネJI･<-Eを外部iホJL･f-

¢ち並遜エネルギー 1㌔ と内野エ&･JL･･(-)ミ.とに分

けて考R.かば,更改分子 Eモルの位客比焦C.も外部
比Rと内部比熱とに分けて

Cr(也)-C..+CI(C'〕

-(iETAl)I+(票 -)､ I(29)

とtrくことがEll来ろ｡牡鴎Lこ G((-), Cl(A) TJ:ろ氏
姓は之等の血がB!化の過言に比布することをカニす｡苛

抱の状態では I1..とE.とは威ノ(慨 係にあるわけで･
ある机 非常に金魚な加室を受けて託断 て排熱要

脇を受けろ粗食には血黙エネルf-は先づJtの加蛎

と壊すろ京也分子の並蓬1本 ･̂ギーとなl),そJtが分

･Tai共と-2与延田を転て他の分子の並逝1ネル4:I-を

廿ナ上兼に9千匡l将のェネA,ポー及び肝 棚 のェネ
Jtイ ー等にも父化して千両に近づいて行く｡ttのほに

浪初に辞問的[=･Y加したェネJL･ギーは殆んと全巻外部

工ネルf- E.と[_Lり,これが或扱抑 陀 以て析ら

しい千束旺までが少し.それと鞘 に内苛IネJL･ギー

Elが中h-のelまで考加する.従って充分遇い鼓fbに

封しては Elは窒化するtk'がなく

llm C̀ (4,)F-C.(a･)-O .(30)

となる,又充分雇かな欝Iとむち辞的5封t:l二王lLては

lHnCl(U)ECJoト C, (3り
U一･〇

となる,兜の C.は P).TLDekllミLnStelllや ZtTcrnst-

Llndenutlnや Oeb)cfJ:りの化払よとして糾えられ

るものである｡

(21).(30)及び (3り よl)
C.(也)ヒC. (32)
C,【o)･-C.+C. (33)

又γと欝化の曲芸との招緒は

- ･莞 告 -I+i (Rg
A

] '+て '' '1.(34)

7.一美 告 -Ⅰ十i ToT

-l･忘旨 ･･ .･(35)

¢ち 70,は To上b大となる｡是水野Ib:忠敬なろ

g合の 7 としては好的な書道のJt載止より何らら▲

俄より大きtlV('Cあるべきことi･示してぼる.

蛋附 子が技欄 に匹赦すろ毘匹の充分急汝なB

然軌 を卓くる齢 には_

p亡~一一Coコ且 ･･ ･ .-･ (狗

なる休符に従い.掛 軸 :莞施 坦で投和時間に比

し共時だ】をgFするときは

rIqT●-Consl ･(:】7)
なる蹟件に従って幹化すろ｡Btの (37)式の控な 7o

を従菜火狭軌 こて聯 支って居た｡

舷杏は樹林現魚を生ずろ掛合の火襲b-スの比熱比γ

としては

γtx,>7>ケ〇･ (38)
1iLろ領域の似せ掘るべきが充於であろと考えるがそれ

には可犀の災tlの政和pSm)を用事定する必封がある｡
火難ガス小首!も一般的なものは COとHtO,N2,02.

Ht,CO,:(0,Niも,CHl噂である｡

CO!の色刷 L=脱しては耕兼多丑の研究があるが

xuchleT-がぶ℡正の分散に上ってi粧 したULは夫の

如くである.

COfのiA蜜と良和時捌 (B)

一〇C FIXJOBs亡で

20 LO

zCO 48

2CO 38

3cc 27

4CO 22

EEFち迫か :謁くなれば繋卵 古間は短くなる.LtiLは退

恥 :苑いときは馳 Et子 AJ･の生成が容易となるから

である｡然しこれは常坂の齢 の地であって前曲 二な

ると茶勤RFTの生成が田地にf=ると想絶されるから.

芯頓の紙取では鞍和F挑】はもつと長くtJ:ろであろ～,

詔勅時川Jは搬和束也分子との捗旗の場合には又鈍る

もの'{･あって.弼えはCO亡はJi'0とq)Ltj共ではその｣=□
摂動故IT-の耶減が並かである(Jdttdscr)及びFrJCke)｡

lieOr水苑奴)の哲 刷 に関しては上い沌綻伽 't
無いtまであるが,IsltLlに上れば 】,CCOkHR以下の
連の徹 で Jl20が菅並の分取を託すらしく,志ら

く pは 10-T批 附迫でも7>う｡
I)

0=に舗しては Kz)1:dseTlが多くの伯 を行って居
るがぎ糊 は iO~暮S･ec現任でtE:枚的長い｡これは
峯完中のtFの較牧が 0三に上る分子的現世のためにな

る6喝 と1=つている｡

ITte中では守の分敬は掛 されていないので >'Eの

長和時間は包めて短いのであろう｡

lI亡のJ扱糊 は )Lterheck及 MarlCZB に上iuf

a-2く10JLSstttであり短い｡



材n･年転ardgAの拓哉からOTLh題か こ粥ナろ稚F的FF先

rll
COJ=批てはSher,At及r'r瓜 b に上州fI,(加

-l,80OFC T=ろi星辞での艇 では 8-).Ix10143cc

である｡flQ)折は漣Zrに上り臣化しない｡

･T(0J:itては にこ- TL=上れLごB<tO-.secでも
l.分子拙 t子と電･7-顎とのェネルf一不朽のぶれ
は官iAでは いことiFl47ちhLlこされた｡P･,雷∬亡も

耐 間のIT･t･ギー変汝は軸 ､である｡

ML･では官の分散l=BM る Stcllの個 に依れば

常iZで 8-4･･ZO~Tsecである｡

cH→でrt明EEl-≡和樹mp･･)無く破- 分柘してい
ら(TeM･llrandPclmeler)｡

上妃の如く火躯u又の市成分寂tiにittて較和時間は

大組1WilされてBIるのであるが,沓Li位は此唖紙nと
の田矢の均分はその班が賢Tげ ろのであって例えば

0'と IT'とJ)3i実では p-2']O-.set=と1Eろ｡杜

のほにE化すろから爆発切 掛 のgll也 そのも

のに放きpを涌5ilLなければal耳の火兼ガスのBの

a(は現在の所計井では求められないわけである,黙し

大略を推'JiするL=確 の嫌件を考兄するときi馳 成

ざまの較和特.qとしては J'-】01.I-zo-T批 控まと
見て盈支えたい耳Fこ考えLD九ろ｡

確 りに,脱 ガスがsJXX)m'SのJLl蜂で脚 のh-
容fiMlからgrHするとせば JO-●see糊には0,5cmの

ZEtS,並行.F'ろこと､な,-'｡由ち脚 韻Etlのずり音では_

火tガス分子7)井守エネAイ ーと内 部工事JL･<-とは

千両L=ZT正する時間がない｡従って 丁の仙三J?釣な
苛題に川うち }'.tウも大きいであろう｡苛し開
適でもって束昏分子の臼由慶が必昏迷勤7)3自由性の

み許されると十itは界r.PJm の齢 とmLZHLして

7-ZE67とLなる｡甘妙 子の並棚 のェネ ･̂ギ-め
交換は編めて't'丑の師突l二上り油かlこ行わオ雌 的平行

が血 すると言われてAiqろから鮒 V久の切目Lの切分

にはiE肋 恥 ナ7岬 7-I4附近としなければならな
いであ,.H ｡とろし苗hS拓iilの他に邦laの附tがあl),
之は γ のuLを小さくする｡fniLてこの排に托弘 前

遡'7FiEの三体件を,鵬 十九はガスか嘘 に上る丑典よ

りも.期の如き異常克也 であることが γのNlをulめ

るにtWJ)細 を現すろことになる｡
布iJでは廿迅 7-I2陀 {･i,,-JL,恥 左通で
は 7-Id肘近と考えられるから,諾掛..枝蜘 Jtし

てば鴻qスのEAlu地坪の計井には一息也てγ→I3な
用っちことにした｡

TT CoyoLurrLeと CloSAStPackJq のJn

班tがtBオ｢る甘缶の如き再田 辺のi唖 の下では
Co､'Dlumcは東独 式中決定的影菅をキ｢｢ろ.而してそ
れは軟も和軌こ真也を攻めた齢 印ちgr珊 CI此 L
I泊eklz)I:の閃胃と肘 する.

K̀tietLT鞭 に依れば Cl○父SII,TWklZlgの取合の

粕 式として

Jy･(卜 e)lPIRT･･ ･･-(刺
を抑 していろ.JtJalこ01ま亡lo党SIJadlngにn:

t2した･yめ方の折合 (pdCklt,glraetlOn)であり.I.

を史J)可躯なE2銃と･HLtfhJい79る｡也qr1-._･
-roでもって

e_i.-_ トー_r■

となる｡沫椎の様な冊なĴめ万に封しては

lIeLA+1･-
3r

であるので,その近似をとって lmolに対し

LJl■･･-3ltT･ ･.(39)

とtRいてmろ｡これと状肘 (5)とを比較するに
CoL=01tlTTleは

2RT
dl F, ●̀- 1 '･(a)

となりAが氾腔に此倒して大きくなり,耶力に批
桝す ることを7r汁 ｡

さてm ･の大きさや形状は分子内に更けろばFWの

馳 lこ技の相野約位iEと.之等の告辞子tZの月Zを

包むMLh･7-才の恥 :○とlこII休するものでもって.丈tI
加 でIli&うqな升蛤たる肺 の大きさを有する球
と云iわけでは ない｡然し'R の粘性や料 gIから一

塁分子の大きさならもの.まつ糾II言il滞る.又3Lべ タ ト

Jt･ヤ電子虫干連写から分刊 tFの節子反問だ脚 も求め
73ろ｡ それらにitては SlliAr一.ユlolckul.tnzL--1三r

()9叫 に持しくTeRされてもろ｡
今生組分子の正村を.としそのF丑を.11とすると

チ,そのiIQの粘性 TIのiA坪に上る賢化は Sllther-J7)
I.1Z=dに上れば

･一半 LTTニLI L L･日

である｡化成に 山は一般柵 にして Cl.JCの肋文

の常軌である｡ ムtAXTmul上は St･therlAnllの理題

を改良L･tllnq/dlnT-m としてCをiA兜に上りk!
化すちものとした｡町ち

C一丁号三三十dd;･言言 '.2)

とし'極めてmiZIの租合のm 在を夷か ･ら計井し

た｡

･一一ZJa慧 (ミ′irノユ')･

4,7(玩 ･･一 ･･43･

杜の式よりTTflUtJrのPr#したiflを q｡. と elo父5t
pEuklngの棚 V- とをRせlf-X炎の執 りであ

る｡

璽 寧 I l l l 『



水は rdx)叫crn) Vp(cq/rnol)

CO三 333 158

rT=0 272 84

_Ttl= 3lB l18

0= 299 日4

CO 3.18 138

yO 3.01 lIa

Zi-王 247 65

CtZ1 3.33 )59

HC1 3,CO l16

慧

3…
は
･…

柑

3.
-2

相

は

絢JJJ手の正和Vは退安のJ8加と炎に並JyTろことは底
に SchLLmtHのたしてmろ如く･12に馳められ'Cいろ
ことでもろ｡又五≦力の膨℡とし't:lミ Br】dgnvLnに上

れば分十のhE力に上る泣較艶化は穣めて小さい一
加配IT)月からヒク?yet.T:1T,デ>y-JL･に放

き螺7VU又の C)osestlnCklngに放ける払拭 とbV

1._/汁井IHuf-2の如くf=ろQ
兼 fl . p(atTT)) =nV (ecg)

とタyJ改 Z7xlCJ OSD

T .( T IIXtO■ oSt

ナト9-A, ]8xZ(戸 0.52

二とT,k虹は何Lt,も等 O5にして RothQ)式 (】61で
,I-lbと丑いた甥合の4-0朋 より摘大きい.これ

はiR合VTの Clb5･eStPELL't'lZ)gの租税をHLに投鮒

合せlこて計許したゝめに伽 iから■山 され ろ
Coヽdllm よりも大となろのであろ うC何と(LLu三

田恋にiIべた如くだ議の牡合力拝に聯 逝J)tモ缶に

てはか(･のiZJ87)甘出座が句乱される鈍 uLJlに外

己;運動も内諾掛 取も行い1uろ助命上りも各分子の占IJl
する謎TM(lけ位放並に38の周りの島めて近い祐爪削
がぬ少されろと考へられるからである｡

･Xに見方をせんて蛮旺分子内の節子 はの皿Jtを

Sはnrtの舶†雌 に上JJ71-tせIra潮 の迫りである.

分ll Lr_q■ Yxlol 形 Lt の !AI

CO,･ CIO l15 0-C･-0

H･0 :二: ::3 ノtOl､
亡ヽ :(-.Ti liO II1- ll

03 0-0 12O

cO - C-O Its

:tO .(一0 1_lS
HI tf-H o.JS

HCI Il-Cl ),二28

CIZ● C-H Ic8 ZE四7Ill<109｡28-
>･HJ X-H hOS 対席 ピタtH bl

H-H l76

本講の旦班はスべクTLル解析,電子tB干汐,Xや干

iD革から阿られたものでもって,先の位から火gの分

手tEE世を推定すれl幻相に誹に,TF=したBiの3Z砂箱性から
79らかたKE色の山と犬◆大同小異でもろから CloSCSt

TmklElg として火td又の =ヽ 'ヽをEIXLするに用い

た V- 乃至 Q は史書なたやである｡狂って潮 U

の甘合には乾の CloNStp■⊂kltコgのときT,青実現の自

身牧田の丘計たる =pV より掃小さい班を′たナ折の
CovoltlmCにArTる koLllの式

IS
z26+133pJ

を徒刑するのが正しtと考えられる｡
ll * JL

洲 の畑地 成物の切払上I)のqEU遡姥に3JL叫 的

耶死を7-rい夫の式を称いたt,

g｡-､帰 .･一浩 )2-

･､/二77,,㌢ ･(.i,

plLTanの恋射 ま ケ 此れ比, a･?Coヽやlt･rne.p1-I
煉耳qスの咋蟹,】モチ-a,76ガスの氾 他 ,T℡一楼#

il企 -,2:.T｡でも,D･
本式より計許したql初適 す○の垣l土aE技の野 t文

才の佃 机と加 すらに安Tf_･位7:･もろL夫に璃 吉

越uつ苗i且の噂令の免ZlのJt王位や月:きUtTにBEL考

yE'し,花迎功 のや分の紛 子の握繊 tを考生す
るとき 7の的は詫1且概 のt7:件の砂合の他にTに群

化をT空くろことS･JbL;た.

紺 Vlの Cot'otllme と Cloは LTW L.lュgC41
分のqスの白身粗放とな比較し,RoLhの Coヽd tlrrt

式が3r額のガスのqr川地味の計算の】各合役立つことを

示した｡
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(n 和 2い i16)JzO日 表 托)

斎 藤 塩

(Zr辞典E,エ辛東名ii究BF)

1 11 1

3都ミ辞16溌TJL･コーJiの棚 決のPt究il.四

柵 べ1タェyスI'/トに‡丈斑のチトタダI七ケント

IナイトL･-トS･1gた｡Jg触 ベン′ェIス97kは

ベンII,yトの名で知られる棚 で.その肺

･) 井向やi:軒化反EにFlすさ折井苅2年とする｡

Tも甘tt.10.(桝 9)三前古 三トLィylナJL･〆
ytワンにJlするgl,t'と荊イヒkhにFIする軒先P
14上す.半fL食FtTl三11事tAJr大書rLコL｣書

や大書 叩 巾 24JT-7J日に於て■atしたも中で

1,も■

であるペンp-タスlプトはTtトTJt･デヒt･JtJE,
に暫し7*Jt･JLTJt･7･-とrl･t̂･以上をTJL･カIの存

在下に穀合せLD.TJL･hIを触 した級に誠関

して古風化せしめるものである.祁Eト ン タェ一スリ

ットは蛾 】∝トー2心B和理の伽 を有し薦基

2EOoの轄Flなものは-1払Jは l'_己軸 A3LタJt革の
加太分解に拘って1甘暮いものである｡杜の灯EE;また架
はベンタェリスlツトの1-ナ ･̂であるヂ-ンタより
ス9ツトの況社のZBと考えられたが茨征の輸令姉件で

は斯かるェータJt･抜分の生成は考えられ1,卑ろナト
?ダI七9Yの孤老を雅文せしめろものがもろ (-fべ




